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飯田・下伊那地域 
自然エネルギー事業による地域づくり 
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長野県飯田市・下伊那 

★ 
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豊富な日射量 
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くだものが豊富 
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りんご推し 
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地域のお祭り：地域自治 
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気候危機の影響も 
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おひさま進歩エネルギー株式会社 

創　業　2004年�
社員数　１１人�
事　業�
①省エネルギー事業�
②創エネルギー事業�
③蓄エネルギー事業�
④コンサルティング�
⑤環境学習�
　 

飯田下伊那地域を中心に、地球温暖化を防止するためCO2削減事業を行っています。�

マスコットキャラクター
「さんぽちゃん」�
SUN+NPO＝さんぽ 
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おひさま進歩エネルギー株式会社 

企業理念 
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おひさま進歩エネルギーの特徴 

・日本初の太陽光発電の市民出資「おひさまファンド」 
 
・太陽光発電「第三者所有モデル」のパイオニア 
　（通称：屋根貸し事業、PPAモデル） 
 
・おひさま発電所368カ所（設備容量7,766.8kW）※自社事業分 

　（公共施設や個人宅、民間企業の屋根、野立てなど 
　　飯田下伊那地域を中心に、小規模発電所を数多く運用） 
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飯田市の「地域環境権条例」 

飯田市再生可能エネルギーの導入による 
持続可能な地域づくりに関する条例 

 

「地域環境権」とは？ 
再エネ資源は市民の総有財産。そこから生まれるエネルギーは、 
市民が優先的に活用でき、自ら地域づくりをしていく権利があ
る。　 
 

 住民主体の 
 再エネ事業 

市　長 

金融機関 
投資家 

融資 

地域の 
課題解決！ 

売電収益を 
公益的再投資 

市の支援組織 事業化助言 

答申 

事業の信用補完 

基金を無利子貸付 

投資 
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駄科コミュニティ防災センター 
再エネ条例の第1号認定。
（地域公共再エネ活用認定
事業） 
 
地区住民組織の駄科区とお
ひさま社の共同事業として、
「事業性」と「公共性」が
評価されて認定。 
 
地域の防災センター（避難
所）の屋根を活用してパネ
ルを設置、屋根貸の全量売
電。 
災害の停電時には非常用コ
ンセントから電気を無償で
提供。防災訓練で、コンセ
ント切り替え操作方法の講
習会も行った。 
 
おひさま社は、駄科区に寄
付をして地域貢献。 

51.3kW（2014年6月13日～）	

非常用コンセントの講習会（防災訓練にて）	

非常用コンセント	

ご飯も炊けました	
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飯田市立 旭ケ丘中学校   
生徒会選挙で公約したパネル設置実現 

生徒会選挙に立候補した学生が校舎への
パネル設置計画を公約。校長、地域自治
会やPTA、行政がその熱意に動かされ、
後輩に引き継がれ2年越しで実現。 
 
58kW（2016年3月16日～） 中日新聞：2016年3月29日 
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旭ヶ丘中学校 
「エネルギーと地域」を 
スタッフと一緒に学ぶ 
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エネルギーの地産地消 
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電力小売もスタート 

2018~ 

電気をつくるだけではなく、売る事業もスタート 

2004~ 
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お客様の例 
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「もったいない」を学ぶパネルシアター 

おひさまパワーを確認！ 

訪問者にもアピール 
（屋外） 

設置当時の園児たちは20歳。
次世代の担い手に。 

地域の子ども達の環境意識への働きかけ 
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•  高校生と地元企業をつなぐ事業 

	 園児向けパネルシアター 	 飯田まちづくり電力と 

	 連携した環境学習 
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自然エネルギー事業者の仲間を増やす 
飯田自然エネルギー大学 

　 

2016年5月開校。2020年11月～第3期開講。 
学長　諸富 徹教授（京都大学大学院経済学研究科） 
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おひさま進歩エネルギー　10年計画 
地域の電力50％を 

地域の再生可能エネルギーでまかなう 
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飯田下伊那地域では明治期～昭和初期、 
地域住民が株式会社や電気利用組合を組織して、発電事業を行った。 

地域の発電の歴史から学ぶ エネルギー自治 

日本初の組合型小水力発電、竜丘電気利用組合の発電所(30kW) 
大正3年～昭和10年代 
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小水力のポテンシャル、全国1位 
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ご清聴ありがとうございました 

一歩、二歩、さんぽ 、これからも進んでいきます。 

さんぽちゃん 


